
大紀町木のおもちゃプロジェクト 
01 

●映画「ウッジョブ」感想  

 都会の生活に慣れた進路未定の高校生が、田舎

の神去村で過酷な林業の研修に参加し、心身とも

に成長を遂げていくという物語である。主人公と共に

林業を知っていき、その土地ならではの世界観と、環

境の違いによる新発見などがとても面白く、観終わっ

た時には心地良い感動に包まれていた。苗木として

植えてから木材になるまでとても長い年月がかかって

しまうことから、次の世代に繋げるやりがいのある仕事

だと感じることができた。 

                 （国文学科 3年 安藤凌夢） 
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メンバー数：6名 
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実施主体：吉田本家山林部 

担当教員：池山 敦（教育開発センター） 

活動年度： 

  
Ｈ29 Ｈ30 

●「三重ラーニングジャーニー」感想 

 私は今回のラーニングジャーニーを通し、林業に対す

るイメージが変わりました。様々なお話を聞き、木は表面

の皮までお金になることや、今後の発展についても知る

ことが出来たので、林業への興味が増しました。しかし、

木の値段が以前の半分以下程でしか売れないという

事も知り、やはり厳しい産業であるという風にも思いました。

私は、これからの林業は、職人がただ木を切るだけでな

く、加工、販売も行う六次産業化を進めていくべきである

と思いました。 

               （国文学科 3年 萩野圭太） 

  
 今回の企画には美杉町を舞台とした映画｢WOOD 

JOB !｣を鑑賞して予備知識をつけた上で参加したが、そ

の知識をとても深められた。今回の体験の中で最も印

象的だったのはきこり現場だ。巨大な木が倒れていく様

子は迫力があり圧巻だった。現代の林業は昔よりも木の

単価が下がっているせいで利益があまり出ず、補助金

をもらってやっとというような厳しい現状がある。だから、

三重に豊富にある木を生かして若者が林業の活性化

に努めていくべきだと思った。 

         （現代日本社会学科 1年 井村月南） 

 

 ラーニングジャーニーに参加して林業の現状について

知った。美杉木材市場で、市場の経営が大変で過酷

な現状であることを知った。映画「wood job」の市場で競

りが行われる場面では、木が高値で売れていたのでそ

のイメージがあったが実際には1立米(4m50cm)で1万

2000円程度である。しかし、安い木でも製材所で職人

の腕によって、いかに綺麗に無駄なく加工できるかが重

要になることが必要であると考えた。 

       （現代日本社会学科 1年 阪倉日那子） 
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